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インドに日本以上の｢家族的経営｣があった！
創業103年でストライキゼロの2輪車メーカー

2014年2月にインドで開かれたオートエイスポに展示されたTVSのバイク(写真：AP/アフロ）

インドには、103年にわたる社史において一度もストライキや深刻な労働問題に直
面したことがないという希有な企業がある。2輪車製造を柱とするコングロマリッ
ト、TVSグループだ。ほかの新興国同様、ストが珍しくないインドにおいて、TVSの
良好な労使関係は実に驚くべきものだ。

TVSは、法律家でありインド鉄道の社員でもあったT・V・スンダラム・アイアン
ガー氏が1911年にマドゥライで設立した。祖業はバス事業で、ほどなくして自動車
とガスの生産へと事業分野を広げた。商機をもたらしたのは第2次世界大戦。ガソリ
ン不足や運輸サービスに対する需要を満たしたことで事業は大きく成長した。

スクーターが爆発的ヒット
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TVSはインドの2輪車市場において、多くの新商品を発売した先駆者として知られ
る。1980年にインドで初めて総排気量50cc以下のいわゆるスクーターを発売。大衆
向けの手頃な価格設定がうけ、中産階級の市民なら誰でも1台は持っているといわれ
るほどの大ヒットとなった。また、94年に発売した女性向け2輪車（スクーティ）も
インド全土で大人気。女性にとっての「マイ・ファースト・2輪」の定番であり、現
在でも豊富なカラーバリエーションなどで支持を集めている。

現在の事業範囲は2輪・3輪自動車からダイカスト製品やブレーキといった関連部品
のほか、金融、物流、ITなどにも広がっており、社員は4万人以上、売上高は70億ド
ル近くに上る。

TVSが良好な労使関係を築けている最大の秘密は、その経営哲学にあるようだ。
「最初からきちんとやる」をモットーとするTVSは、福利厚生など社員にかかわる制
度・仕組みづくりにも地道かつ誠実に取り組み続けているのだ。

たとえば、TVSが退職準備積立金制度を導入したのは1940年代初め。インドで積
立基金法が可決されたのは1952年になってからであり、ほかの民間企業が後に続い
たのは同年以降。TVSはほかの多くの民間企業に比べ10数年も早く取り組んでいた
のだ。

また、ある種の厚生施策としてユニークなのが、社員食堂で使う油やコメの質、ス
パイスの量などを厳密に監視していることだ。社員が職場で健康に良い食品を摂取で
きるように――という狙いだという。

同社において、会社と社員の関係は、定年退職後も変わらず密接なままで続く。グ
ループの人事部が、退職後の資金管理や医療費の計画作成などの手助けをするのだ。
社員の子供に対する奨学金も、変わらず継続される。このほか、祝祭賞与や社員福祉
総合対策などと呼ばれる多くの福利厚生も、社員の視点に立って考えられたものだ。
また人事面でも、上級管理職にある人はすべての社員と年に3回交流を図ることが義
務となっている。管理職と一般社員との間のコミュニケーションは相当風通しが良さ
そうだ。こういった取り組みのすべてが、会社の統制を維持し、グループへのロイヤ
ルティを高めるために精緻に設計されている。

TVSグループのバスは正確に運行

結果として生まれた良好な労務関係は、事業面でも大きなプラス効果を発揮してい
る。業種柄、総合的品質管理（TQM）や総合生産保全（TPM）といった近代的な生
産管理方式の導入が必要になるのだが、TVSでは導入する際に問題が生じることがな
く、そのことが他社との競争上有利に働いているという。経営におけるさまざまな側
面でのチャレンジが、いつでも円滑にできるということだ。
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またTVSが消費者から強い信頼を勝ち得ているのも、良好な労務関係に一因してい
るといえそうだ。たとえばTVSのバス事業は車両の故障がなく、インドでは珍しく運
行の遅れがないことで有名。乗客がTVSのバスの到着に合わせて時計の針を合わせる
のはよく見る光景だった。この正確さが、社員の精勤ぶりに支えられているのは想像
に難くない。

TVSは現在でも創業者一族が経営を握っており、子会社の上級管理職はみな一族か
ら選ばれている。だが一族は、そのほかの社員を使い捨てのできる労働者とは決して
みなさず、大きな家族の一員として大切に扱っている。ストライキが起こらないだけ
でなく、農村の小さなバス事業者が巨大コングロマリットへと成長できた秘密はここ
にある。


